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今号の紙面から
2
市役所の国民年金の窓口が１階

に移動します

3
第52回社会を明るくする運動

4・5
ワールドカップから見る「スポ

ーツ文化と日本人」講演会

6
基本健康診査７～９月受付開始

7
コミュニティセンターのプール

で泳ごう¿

武蔵野三鷹ケーブルテレビ５CH
1日4回放送9:30/14:30/19:30/23:30
●第144回（６月16日～７月６日放送）
学校図書館の地域開放／丸池公園第２
次整備が完了／自治体の情報化ランキ
ングで三鷹市が全国１位に

ＦＭむさしの78.2ＭＨｚ
月～金曜日10:20～25放送

毎月第1・3日曜日発行Nｏ.1237 平成14年2002.6.16

◇「広報みたか」は再生紙を使用しています

人口と世帯
平成14年６月１日現在

●住民基本台帳

79,968世帯・166,802人

（男83,116人・女83,686人）

●外国人登録 2,928人

●
地
球
温
暖
化
は
私
た
ち
自
身
の
問
　

題
で
す

地
球
温
暖
化
は
、
地
表
を
取
り
巻

く
大
気
中
で
、
二
酸
化
炭
素
（

）

や
フ
ロ
ン
ガ
ス
と
い
っ
た
地
表
の
温

度
を
保
つ
物
質
（
温
室
効
果
ガ
ス
）

が
増
え
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
中
で
も
人
間
生

活
に
由
来
す
る
　
の
排
出
量
増

加
が
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
が
テ
レ
ビ

を
見
た
り
、
お
風
呂
に
入
っ
た

り
、
車
に
乗
っ
た
り
す
る
時
に

は
必
ず
エ
ネ
ル
ギ
U

を
消
費
し

ま
す
。
電
気
や
ガ
ス
・
燃
料
と

い
っ
た
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
U

を

生
産
・
使
用
す
る
た
び
に
、
こ

れ
ま
で
大
量
の
　
が
排
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
近
代
化
に
よ
っ

て
私
た
ち
の
生
活
が
便
利
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、

の
排
出
量
は
増
え
て

い
っ
た
の
で
す
。

●
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
は
大
丈

夫
？

こ
の
ま
ま
　
排
出
量
が
増
え
続
け

る
と
、
50
年
後
に
は
地
球
全
体
で
約

３
℃
気
温
が
上
昇
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
っ
て

海
面
の
上
昇
や
異
常
気
象
、
生
態
系

の
破
壊
な
ど
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

特
に
、
多
く
の
食
料
を
輸
入
に
頼

る
日
本
で
は
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ

る
農
産
物
収
穫
高
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
都
市
部
で
は
夏
の
猛
暑
や
熱

帯
夜
の
増
加
な
ど
温
暖
化
の
二
次
的

な
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

●
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と

市
で
は
、
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

実
行
計
画
の
中
で
、
今
後
５
年
間
で

電
気
・
燃
料
使
用
量
を
そ
れ
ぞ
れ

10
％
削
減
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
公

共
施
設
の
省
エ
ネ
事
業
や
低
公
害
車

の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、

排
出
量
の
多
い
市
内
の

ご
み
焼
却
は
、
焼
却
量
の
12
％
削
減

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
事

業
者
だ
け
で
な
く
市
民
一
人
ひ
と
り

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
資
源
化

に
よ
る
ご
み
の
減
量
や
分
別
の

徹
底
な
ど
、
ご
み
の
出
し
方
一

つ
と
っ
て
も
　
削
減
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

●
基
本
は
エ
ネ
ル
ギ
U

使
用
の

ム
ダ
、
ム
ラ
を
省
く

日
本
は
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
国
際
的
な
取
り
決
め
の

中
で
、
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
大
幅
な
削
減
を
約
束

し
ま
し
た
。
こ
の
削
減
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
日
常
的
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
。

例
え
ば
、
①
エ
ア
コ
ン
・
照
明
器

具
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
節
電
や
省
エ
ネ

に
努
め
る
、
②
物
を
大
事
に
使
い
リ

サ
イ
ク
ル
を
心
掛
け
る
、
③
自
動
車

の
使
用
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
、
な

ど
、
生
活
の
中
で
い
か
に
エ
ネ
ル
ギ

U

の
無
駄
を
抑
え
る
か
が
重
要
だ
と

言
え
ま
す
。

「
温
暖
化
と
は
何
か
」
を
知
る
こ

と
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
普
段

の
生
活
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

※
次
回
の
テ
U

マ
は「
大
気
汚
染
」

で
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２
３

「地球温暖化って何？」

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』
①

地
球
環
境
問
題
の
代
表
的
な
「
地
球
温
暖
化
（
下
欄
の
シ

リ
U

ズ
記
事
参
照
）
」
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
が
原
因
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２
４

◆
市
庁
舎
の
電
力
量
を

25
％
削
減

三
鷹
市
で
は
、
平
成
９
年
の
地
球
温

暖
化
京
都
会
議
を
き
っ
か
け
に
、
市
が

で
き
る
具
体
的
な
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
と
し
て
、
平
成
10
年
度
に
、
市
庁
舎

の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
（
※
）
を
活
用
し
た

省
エ
ネ
ル
ギ
U

対
策
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
①
照
明
や
空
調
機

の
室
外
機
を
省
エ
ネ
ル
ギ
U

タ
イ
プ
に

交
換
す
る
、
②
動
力
を
イ
ン
バ
U

タ
U

に
交
換
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ

ら
の
対
策
に
よ
り
電
力
量
の
約
25
％
を

削
減
し
、
電
気
料
金
を
年
間
約
270
万
円

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

ま
で
に
、
二
酸
化
炭
素
に
換
算
し
て
累

積
で
22
万
５
千
529
¡
―
　
を
削
減
で
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
（
下
図
）。

市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
庁
舎
だ

け
に
と
ど
め
ず
、
他
の
公
共
施
設
へ
広

げ
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◆
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
も

１
カ
月
５
千
J
時
以
上
の
削
減
に

平
成
13
年
度
は
、
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
U

で
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活
用

し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
U

対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。

２
階
の
図
書
室
で
は
、
窓
側
の
照
明

に
照
度
セ
ン
サ
U

が
組
み
込
ま
れ
て
い

て
、
太
陽
光
が
差
し
込
ん
で
い
る
と
き

に
は
、
自
動
的
に
消
灯
ま
た
は
照
度
の

調
節
を
行
い
、
曇
り
や
雨
の
日
や
夕
方

な
ど
に
は
、
点
灯
し
ま
す
。
ト
イ
レ
に

は
セ
ン
サ
U

を
導
入
し
て
、
人
が
入
る

と
自
動
点
灯
さ
れ
、
出
る
と
消
灯
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
省
エ
ネ
ル
ギ
U

対
策

に
よ
り
、
電
力
量
は
平
成
14
年
２
月
か

ら
５
月
ま
で
の
平
均
で
１
カ
月
に
つ
き

５
千
614
J
時
削
減
さ
れ
、
電
気
料
金
の

節
約
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
（
上

表
）。ま

た
、
セ
ン
タ
U

内
に
は
、
人
力
発

電
な
ど
を
体
験
で
き
る
省
エ
ネ
体
験
コ

U

ナ
U

を
設
け
ま
し
た
。

No.１０

省エネルギー対策の内容
・クーリングタワー（能力の適正化、温度制御）
・ファン、ポンプにインバータ制御導入（５台）空 調

・効率の高い照明機器に取り替え
・白熱球⇒蛍光球照 明

・各階フロア、空調機器に電力測定装置設置
・エネルギー削減効果を市役所フロアで表示

モニタリン
グ と 啓 発

21
世
紀
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

環
境
映
画
上
映
会
「
地
球
交
響
曲

（
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）
第
四
番
」

6
月
は『
環
境
月
間
』で
す

CO2

CO2

CO2
CO2CO2

CO2

CO2

CO2

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
é

市
で
は
、
今
起
き
て
い
る
環
境
問

題
と
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と

し
て
、
環
境
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る

中
、
21
世
紀
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
「
地
球
交
響
曲
」
で
は
、
地

球
を
大
き
な
一
つ
の
生
命
体
（
ガ
イ

ア
）
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
が
も
た

ら
す
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
々

の
生
き
方
、
考
え
方
を
通
し
て
、
地

球
の
中
で
の
人
類
の
役
割
、
使
命
を

伝
え
ま
す
。

▽
６
月
28
日
–
午
後
６
時
30
分
開
場

７
時
〜
９
時
15
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
。
無
料
。

▼
当
日
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
同
セ

ン
タ
U

地
下
１
階
大
会
議
室
前
で
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。
先
着
120
人
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２
３
　

◆
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る

新
た
な
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
着
手

市
で
は
、
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ

U

対
策
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の

実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

第
１
処
理
場
・
東
部
下
水
処
理
場
・
教

育
セ
ン
タ
U

・
芸
術
文
化
セ
ン
タ
U

を

対
象
に
準
備
調
査
を
行
い
ま
す
（
２
面

に
関
連
記
事
）。

※
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（E

nergy
S

ervice

C
om

pany

）
事
業

エ
ネ
ル
ギ
U

改

善
に
係
る
広
範
な
サ
U

ビ
ス
を
一
括
し

て
提
供
す
る
と
と
も
に
省
エ
ネ
保
証
サ

U

ビ
ス
を
行
う
事
業

牟礼コミュニティセンターのＥＳＣＯ事業


